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研究成果の概要（和文）：諸方言の文法形式を統一的な観点のもとに記述し、全国方言の文法現

象を一望できる辞典を編むことを目的に、原因・理由表現の対照研究を行った。原因・理由表

現に特徴のある要地方言を選定し、共通調査項目による現地調査を実施し、その調査結果に基

づいて辞典項目記述を行った。研究成果は、『全国方言文法辞典資料集(1)原因・理由表現』に

収めるとともに、ウェブサイト「全国方言文法データベース 原因・理由」を作成し、広く一

般に公開した。 

 
研究成果の概要（英文）：The aim of this research is to describe the grammatical forms of 
Japanese dialects in the unified procedures and compile a dictionary to show the whole 
phenomena of Japanese grammar. We selected some crucial dialects which have distinctive 
characteristics in reason expressions, conducted field surveys by using the unified common 
list, and gave accounts of each form. The result of the research was published in book form, 
“ Grammar Dictionary of Japanese Dialects(1): Reason Expressions”, and also, we started 
up the web site to open it of the research to the public. 
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１．研究開始当初の背景 
 現代日本語を対象にした共時的な文法研
究が一定の成果を収めつつある 21 世紀初頭
において、そうした研究成果を応用し、検証
し、発展させる研究の方向として、方言間で
の文法現象の対照研究というものが考えら

れる。ただし、こうした対照研究のためには、
個々の方言に関する網羅的な記述とともに、
どの方言にどのような文法現象があるかと
いうことが、俯瞰的に把握されていることが
必要である。しかしながら、日本の方言学で
集積されてきた大量のデータは、必ずしもす
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べての日本語研究者が容易に利用できる形
になって提供されてはいない。今後、日本語
の文法研究が向かう先に、方言文法を対象と
する分野が拓けるとすれば、方言研究者の側
から、すべての日本語研究者が利用可能な形
でデータを再提示することが必要不可欠に
なってくると思われる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、これまで方言学の分野で
集積されてきた諸方言の文法に関する記述
の中から、文法形式を網羅的に取り上げ、さ
らに統一的な観点のもとに記述を精密化し、
全国方言の文法現象を一望できる辞典を編
むことである。これによって、「方言研究」
と「日本語研究」の境界をいったん解消し、
いずれは、すべての日本語研究が地域的バリ
エーション（方言差）を把握したうえで行わ
れるようになるための一助としたい。 
 
３．研究の方法 
 まず、既存の方言資料（方言辞典、方言談
話資料、方言地図など）から文法形式とその
用例等を抜き出したデータベースを作成す
る。次に文法カテゴリーごとに、共通調査項
目を作成し、要地方言の調査を実施する。調
査結果を検討し、辞典項目記述担当者が、当
該文法形式の記述を行う。 
 
４．研究成果 
 本研究期間においては、主に、原因・理由
表現についての調査・記述を行った。 
 研究成果をまとめた報告書として、『全国
方言文法辞典資料集(1)原因・理由表現』を
刊行した。以下は、その目次である。 
 
【概説】 
・原因・理由表現の用法解説 （前田直子） 
・原因・理由表現の歴史的概観（舩木礼子） 
・原因・理由表現の地理的概観 

（日高水穂・小西いずみ・竹田晃子） 
【要地方言共通調査報告】 
・調査概要 
・原因・理由表現 共通調査項目 
・青森県東津軽方言の原因・理由表現 

（竹田晃子） 
・青森県八戸市方言の原因・理由表現 

（日高水穂） 
・山形県山形市方言の原因・理由表現 

（竹田晃子） 
・山梨県早川町奈良田方言の原因・理由表現 

（吉田雅子） 
・岐阜県岐阜市方言の原因・理由表現 

（山田敏弘） 
・富山県富山市方言の原因・理由表現 

（小西いずみ） 
・富山県立山町方言の原因・理由表現 

（小西いずみ） 
・京都府京都市方言の原因・理由表現 

（舩木礼子） 
・大阪府摂津方言の原因・理由表現 

（高木千恵） 
・広島県三次市方言の原因・理由表現 

（日高水穂） 
・沖縄県那覇市首里方言の原因・理由表現 
―「クトゥ」と「ムンヌ」を中心に― 

（仲原穣） 
・沖縄県宮古島市平良字下里方言の原因・理

由表現           （中本謙） 
【辞典項目記述】 
・凡例 
・カラ           （竹田晃子） 
・クトゥ           （仲原穣） 
・ケー           （舩木礼子） 
・セン           （吉田雅子） 
・サカイ          （日高水穂） 
・シ            （舩木礼子） 
・ダス           （竹田晃子） 
・タメニ          （日高水穂） 
・デ           （小西いずみ） 
・ドゴデ          （竹田晃子） 
・ニ            （吉田雅子） 
・バ             （中本謙） 
・ハンデ          （日高水穂） 
・ヨッテ          （舩木礼子） 
・ンダンガ         （吉田雅子） 
 
 また、ウェブサイトでの研究成果公開にも
取り組んだ。最終的な辞典の構成を想定した
「全国方言文法データベース」を作成し、上
記の報告書に基づき、「原因・理由」のペー
ジを作成した。 

 

 



 

 

 
 「原因・理由」のページには、報告書の「概
説」と「要地方言共通調査報告」（ホームペ
ージ上では「例文集」）の内容を掲載した。「例
文集」では、一部の例文に、当該地点の話者
による読み上げ音声を付した。 

 
 さらに、ウェブサイト独自のコンテンツと
して、音声データを付した「原因・理由表現
会話例」（青森県八戸市・東京都新宿区・富
山県立山町・関西（大阪・京都）・中国地方
西部・沖縄県那覇市首里）を作成した。この
ページには、原因・理由表現を含む２つの会
話例の方言訳に音声を付すとともに、当該地
域の紹介と方言の解説を行った。 
 
      会話例 調査地点 
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